
 
 

2013年 4月 08日 

クアロアランチ・ハワイ 

ニュースリリース 

 

古代の航海気分が楽しめる新ボート「モク・カハイ」誕生 
-古代のポリネシアで用いられていた木造船「ホクレア」のレプリカ- 

 

 

クアロアランチで新しく誕生した、【Moku Kaha’i】はダブルマストのフラットボトムボート。  

このボートは、古代ポリネシアの航海用カヌーのレプリカ、ホクレア号【Hôkûle’a】 を意匠化

したものです。新ボートのクアロアアクティビティへの参入は 4月末の予定。つかの間の古代

ハワイ体験に一役かってくれることでしょう。 

 

“Moku”はボートを意味し、“Kaha’i”はクアロアの地に居住していた名高い航海士の名前からと

っています。 このボートは、クアロアランチのアクティビティのひとつ、カネオヘ湾クルーズ

をいっそう奥深いものにする為に利用されます。お客様がカタマランへの乗船口である、シー

クレットアイランドへ向かう際、モリイフィッシュポンドをボートにて渡りますが、その際に

は古代ポリネシアン人が、星や月などを利用し、どの様に航海を行ったかをガイドが案内しま

すので、古代の航海気分をいっそう楽しめることになるでしょう。  

 

★ホクレア号とクアロアの結びつき★  

ホクレア号は 1975年にアメリカ合衆国建国 200周年記念事業の一つとして建造されました。

1975年 3月の初航海の際にはクアロアのアフアプアアとハキプウのボーダーエリアであるとこ

ろの、クアロアパークより進水されました。クアロアは航海士チーフ La'amaikahikiの居住地で

あり、またハキプウはこのボートの名前の由来となっている航海チーフの Kaha'iの居住地であ

ったため、ハワイの航海にとって重要な進水式はこの地で行われました。ホクレア号とクアロ

アの結びつきは大変強いのです。 

  

 

 

  



【クアロアランチ ハワイについて】 

オアフ島カネオヘ地区にあり、ワイキキから車で約 45分です。ハワイの大自然の中で 10種類

以上のスポーツやアクティビティが楽しめます。カップル、ファミリー、熟年、団体など、ど

なたでも楽しむことができます。食事やパーティができる「ランチハウス」や、オアフ東海岸

最大のビジターセンターには、100 台収容の駐車場があり、太平洋が一望できるカフェテリア、

オリジナルギフトショップなどの施設があります。クアロアランチ ハワイの敷地内では、アク

ティビティを楽しむだけでなく、大小問わず旅行者のグループや団体のイベントとしても活用

できる場所が数多くあります。 

 

 

■この件に関するメディアからの問い合わせ先 

クアロアランチ ハワイ Sales & Marketing 加代 ウィッティ 

Tel.808-237-8515 ex 230 Fax.808-237-8841 

E-mail:kayo@kualoa.com 

 

クアロアランチ ハワイ Sales & Marketing 遠藤 亮 

Tel.808-237-8515 ex 236 Fax.808-237-8841 

E-mail:akira@kualoa.com 

 

クアロアランチ ハワイ Sales & Marketing 榊原 メイ 

Tel.808-237-8515 ex 213 Fax.808-237-8841 

E-mail:may@kualoa.com 

 

■この件に関する一般からの問い合わせ先 

一般のお客様は Eメールでお問い合わせ下さい。  

akira@kualoa.com 
 

 


